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　小稿では、近世期 17 世紀～ 19 世紀における環シナ海地域をとらえる時期区分を次の様に考える。
　先ず江戸幕府日本が 17 世紀初頭に幕藩体制を確立し、海防体制を強化しながら、一方では、中国の
混乱の間隙を縫って、小中華帝国システム圏域を、琉球・朝鮮をふくむ広域の鎖国体制として成立させ
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より明確に保たざるをえなかった。清朝中国の送還システムの成立とは、もとより環シナ海の海難難民
の送還が中国の册封体制の枠組みの中で、公的に行われるようになったことを意味する。したがって『清





















　<中国に漂着の日本人 >　　　　　　　　　<日本に漂着の異国人 >                            
○寺・廟・旅宿か洋銅商人の店舗　　　　　○漂着地において、原則として上陸を許さない。船中
　に宿泊。　　　　　　　　　　　　　　　　に収容。破船の場合は仮小屋に収容。
              
○救護・送還体制のもとでは皇帝　　　　　○漂着地において、氏名・年齢・身分・宗教事項を記
　から竜牌を下賜、公的に救助・　　　　　　録させ、老中・長崎奉行・隣藩に報告させる。漂着
　護送され、洋銅商人により長崎　　　　　　地の隣藩にも監視させる。                          
　貿易の唐船に乗せられて長崎送　　　　　○漂着地の藩が長崎まで回送する。                
　還。　　　　　　　　　　　　　　　　　○長崎においては未決囚牢獄に収容。              
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○一貫して犯罪者と同様の待遇。                    
                                                








































































  近世期を通して朝鮮国は日本に統属されたことはない。しかし 17 世紀 30 年代から、朝鮮国は琉球国
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キリスト教ご制禁のことを朝鮮に伝えた。2 年後の貞享 5 年 5 月になって朝鮮からの返答が届いた、と
いう。ずいぶん返答が遅いということ、内容が不明であることから、もはや環シナ海地域における中国
の政治支配権が確立しており、朝鮮国としては幕府にたいして追随する必要がない情況になったためと


























































用しており、浦触文書は長崎回送に関する重要な文書であったわけである。          
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（２）曳舟曳航について








ほか、毛利家から引舟 15 艘。松平家には断るも、長州藩漕舟 15 艘、小笠原氏 10 艘、長府様漕舟 5 艘。















き平田村の源助の屋敷に 60 間の長屋を建てさせ、唐人 63 人の居所としたこと。また船主兄弟は庄右工
門の屋敷に、高鍋藩役人の賄い宿として、太郎兵衛、市兵衛、儀兵衛、十兵衛の 4 名が兼ね行うことを
命じている。
　また第一次長崎回漕船団の 8 月 4 日美々津出航に当たり、庄屋七郎左衛門の働きがみえる。庄屋の漂
着唐船に関する役割については、延岡藩同様、高鍋藩においても庄屋等の在地の有力者が負担したわけ
である。






































牌卸ニ付出役之事 )に、唐人に踏絵をさせる事が記されている。同じく「唐方」弐「漂着唐船御請取」 (七 )
にも、絵踏を踏ませる事が記される。後者は安永３年 (1774 年 ) ２月２ ５日の日付がある。後年の日
向国漂着唐船記録には、キリシタン関連の記載が見える。キリシタンへの関心が薄いとすれば、この時期・
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地域の一時的な現象であるといえる。










返らざる様にいたし」（寛政 4 年「異国漂流取計方之儀御書付」) とあるように、抜け荷唐船・唐人を捕
獲する目的で上陸させるという方針の転換がみられたわけである。
　それでは、この後、寛政期から幕末まで上陸させることになっていたかというと、そうではない。文
化 3年正月の「おろしや船之儀二付御書付」 B に、決して上陸させてはならないとあり、また天保 13 年
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（１）日向灘沿岸の北部については、細島は、もと延岡藩領であったけれど、元禄 5 年 (1692 年 ) に天
領となった。






































着唐船に関する一連の ( 漂着唐船発見―救護・監視―回送―長崎奉行への受け渡し ) 一連の情報が、江




ように命じられていた。左周りが原則である。ただし、元文 6 年 (1741 年 ) 鹿児島藩の支藩の佐土原藩
漂着唐船、享和元年 (1801 年 ) 飫肥藩漂着唐船が薩摩廻しとなったこと、不明ながらも陸路をとったと















程がある (33 条から 37 条 )。本文中に繰り返し確認されていたとおり、日向国沿海の天領に漂着した唐
船・異国船については、下別府海岸に唐船が漂着したときには、飫肥藩伊東氏が対処し、細島沿岸に漂
着の時には、延岡藩内藤氏と高鍋藩秋月氏が番船・引船を出して、長崎に回送するように定められてい
たからである。                 
　日田代官は私領各藩に海難難民・船等をゆだね、長崎回送等の面倒で経費のかかる役割義務を負わな
いシステムであった。
　九州の天領については私領にゆだねていたが、文政 9 年（1826 年）遠州漂着得泰船（『文政九年遠州
漂着得泰船資料―江戸時代漂着唐船資料集二―』関西大学学術研究所資料集刊 13ー 2、1986 年）の際には、
代官羽倉外記が長崎への回送を担当している。羽倉外記（左門）秘道は西国郡代羽倉権九郎秘救（寛政










　④文政 7 年 (1824 年 ) 西国筋郡代塩谷大四郎から、勘定奉行への伺文第 25 条の中に、従来、薩摩・
大隅に唐・阿蘭陀船が漂着したときには、これまで私方つまり日田代官 ( 西国筋郡代 ) に薩摩・大隅か
らの通達はなく、鹿児島藩が直ちに長崎に回送していた、という。つまり、鹿児島藩については、日田
77
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代官が管轄していなかった。一方、「異国船」について、この度鹿児島藩から通達があった。以後、鹿






らも嫌われていた。高鍋藩が元禄 14 年に細嶋漂着唐船対処マニュアル 26 条を出した。その第１条に、
細嶋手代衆との相談については、三つのうち二つは細嶋手代衆の言うとおりにせよと述べている。また
日田代官の代替わりの度に、高鍋藩は富高出張陣屋に酒肴などを届けて挨拶している (『続本藩実録』)
下 324、377、394 ページほか )。
　良港細嶋が、延岡藩領から幕府領になったのは、元禄 5 年 (1692 年 ) のことである。有馬清純が領内
不取締 ( 山陰村逃散一件 ) により、元禄 4 年 (1691 年 ) 所領を収公され、元禄 5 年 2 月に三浦明敬が、
延岡に入封した。この時、細嶋は幕府領となった。これにともない元禄 8 年 (1695 年）5 月には、高鍋
藩が老中より御領細嶋への漂着唐船の支配方を命じられた。




６  十八世紀末寛政期以降、幕末期における幕府の対外政策 
　寛政期におけるわが国の国際環境としては、前世紀 18 世紀末からのロシアの南下政策により、わが
国には海防上の危機意識が生まれていた。寛政 4 年 9 月 3 日ロシアのラクスマンが根室に来航し通商を
要求。海防の中心が唐船から欧米列強の異国船へと転換する時期である。                                
 寛政期以後、幕府は広域海防体制を企図したけれど、各藩からの理解が得られなかった。
　老中松平越中守定信は寛政 3 年（1791 年）9 月に、唐船漂着の節の手当提出を諸藩に命じた。このと
きに、新たに「隣領申し合わせ」を命じていた。さらに翌寛政 4年 11 月にも、大名に対し領中はもちろん、
隣領等へもかねがね手配の船・人数のほか、大筒の有無、隣藩との申し合わせ等の委細を文書で届け出
るように命じている。（註 9）また但し書きに、前々からの取り計らい方と寛政 3 年の達し後の手当等に
ついて提出せよと命じている。
　これを受けて延岡藩は、寛政 5 年 2 月 21 日延岡藩江戸留守居松田銀右衛門が、延岡入封直後の延享 4
年 (1747 年 ) に差し出した書付の写し ( 二番の漂着船御条目 ) を添えて、 三番から後の書付を老中に提
出している。この内容を見ると、寛政４年の幕府の海防についての手当差し出し命令に対して、延岡藩
は幕府領細島への軍役手当のみでお茶を濁したといえる。もっとも寛政 5 年 3 月に、幕府は沿海の大名
からの「異船漂流用意」がなお届かないところもあると記しており (『続徳川実記』)、幕末へ向けての
海防体制に危機感を持っていた。
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　次に軍役の人数・装備をみると、（『徳川禁令考』寛永 10 年軍役人数割の定めには）内藤藩 7 万石相
当では、馬上 110 騎、鑓 100 本、鉄砲 200 挺、弓 50 張、旗 15 本である。また慶安 2年 10 月に人数 1,463
人と定められている。ところが寛政 5 年の内藤藩は、人数について一二の出役あわせて 704 人である。 
27 番には水主を含めた総人数 1,072 人とあり、総計数に疑問もあるが、いずれにせよ、遥かに少ない出
役人数である。
　装備についても、武器の中で、とくに鉄砲の装備についてみると、一之出役、二之出役ともに 4 匁筒
鉄砲 20 丁を装備し、計 40 丁である。この外、二之出役だけに、大筒 3丁 (百目筒 1丁、五十目筒 2丁 )
が加わっている。また十四反関船 2 艘に計 20 丁がみえる。この一・二の出役の装備以外にも、10 匁筒
の鉄砲 30 挺、30 目筒大砲 5 挺などを用意することになっている。したがって、すべて合わせると、内
藤藩は鉄砲は 90 丁、大筒 8 丁の装備だったわけである。寛永 10 年軍役令には、とくに大筒について定
めがないけれど、鉄砲だけをみると、かなり軽い備えであるといえる。
　
　同じく寛政 5 年における高鍋藩の備えの内、船数と鉄砲数を抜き出すと次の通りである。( 『旧例抜
書』による ) 関船 2 艘、漁船 40 艘餘、大筒役 1 人、大筒打 10 人、大筒 13 挺 ( 但し 100 目玉より 25 匁
まで ) 鉄砲 50 挺 ( 但し 10 匁玉より 4 匁 3 分玉まで )、玉箱 5 箱。人数 157 人。飛び地福島にも、鉄砲
30 挺。人数 145 人。これを幕府の軍役人数割 (『徳川禁令考』)と比較すると、3万石相当は鉄砲 80 挺、
610 人である。鉄砲の挺数は定めの通りであるが、出役人数が少ないことがわかる。
　また、文政7年(1824年)における飫肥伊藤藩3万石の手当数を見ると、鉄砲76挺(大筒を含む)であり、
ほぼ軍役令に従っているといえる。 ( 黒木 2006 年 )
　内藤藩が譜代の大名であるために、軍備の不行き届きが許されたのであろうか。以上、幕末における
日向各藩の海防体制が不行き届きであったのは明らかである。
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海防政策についてみると、フェートン号事件等の異国船の侵入と乱暴に対して、幕府は文政 8 年 (1825















　操練の命令だけでなく、安政 2 年 3 月には、古来の名器や時の鐘として使用されているものを除き、
寺院の梵鐘を鋳つぶして大砲鉄砲を造り、弾薬等も備えることを命じている。
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１　17 世紀・18 世紀環シナ海地域システムの変容と鄭氏台湾　　　　　　　　紀要 31 号 2005 年
２　17 世紀鄭氏台湾の滅亡による環シナ海地域システムの再編成について　　新紀要 5号 2013 年
３　近世日向漂着唐船情報の伝達・管理システム　　　　　　　　　　　　　紀要 26 号 2000 年
４　延岡内藤藩の幕府領細嶋漂着唐船対処マニュアルについて　　　　　　　紀要 27 号 2001 年
５　幕末期における日向漂着唐船と海防体制　　　　　　　　　　　　　　　新紀要１号 2009 年
６　近世日向沿岸漂着唐船・琉球船と密貿易　　　　　　　　　　　　　　　紀要 23 号 1997 年
７　元禄二年に高鍋藩屏田村沖で難破した唐船について　　　　　　　　　　新紀要 2号 2010 年
８　寛政十三年飫肥藩漂着唐船について　　　　　　　　　　　　　　　　　新紀要 7号 2015 年
９　元文６年佐土原漂着の乍浦仕出し「暹羅船」　　　　　　宮崎県地方史研究紀要 20 号 1994 年
10　安政二年折生迫漂着江南沙汰寿商船について　　　　　　　　　　　　　紀要 21 号 1995 年
11　国立公文書館所蔵『唐船一件』について　　　　　　　　　　　　　　　紀要 32 号 2006 年
12　安政二年高鍋藩漂着唐船護送日記　　　　　　　　　　　　　　　　　　紀要 29 号 2003 年
13　近世日向漂着唐船・琉球船年表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新紀要 4号 2012 年
註
（1) 鄭氏滅亡に関する学説整理は松方冬子（杉本房代訳、劉序楓校修）「唐、蘭風書中有關鄭氏政權瓦









『宮崎女子短期大学紀要』25 号、1999 年 3 月。
（4）劉序楓前記論文に、19 世紀初めに中国漂着薩摩人が江南諸都市での歓迎に驚き感動している様子が
生き生きと描かれている。


























　　　とある。また前掲高鍋藩「舊例抜書」838 ページにもほぼ同文が掲載される。     　　 
    　なお、『文恭院殿御實記』巻 13 寛政 4年 11 月にも簡略であるが記載が見える。
（10）藩法研究会『藩法集』１２続諸藩（創文社、1975 年）所掲「高鍋藩旧例抜書」838 ～ 840 ページ）。
『続本藩実録』巻 8、寛政 5 年 3 月 8 日の条に、2 月 9 日に幕府に手当を届けた情報が高鍋に届い
た旨記載されている。それより前 3 月 3 日の条に、「異國船唐舩漂着之節取計帳面出来諸士惣出
仕披見心得居候様可申達旨被仰付」と、この手当取り計らい帳面を藩士総出で確認し、抜かりな
きように取り組んでいる様子が記される。







寛政 5 年 3 月 17 日の条に、「けふ萬石以上の輩に令せられしは。異船漂流用意の事さきざき仰出
されしかど猶届かざる所もあるよし聞こゆ。」に続き、『通航一覧』の上記文の要旨が記載される。
したがって、上記の命令の日付は寛政 5年 3月 17 日だと考えられる。
（12）高鍋藩は寛政 6年 8月 27 日に江戸で留守居が呼ばれて命じられている。
寛政六年（1794）九月一六日八月二七日江戸ニ而御留守居御呼出、御領分海辺附村々国郡村名、
順能相認、他領境之分ハ、隣村誰領等申所委細相認、差出候様被仰付、若御領分之内嶋在之候ヽ、
是又委細書付差出候様、尤美濃紙相認可差出被仰付（高鍋藩『続本藩実録』巻八）
